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一般社団法人 神戸市老人福祉施設連盟
事　業 対 策 委 員 会
防災チェックマニュアル目次
　Ⅰ　日常における防災意識を高めるために
1． 施設の立地条件の確認
　　　　≪チェック　１≫　施設を取り巻く環境把握　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ　３
　　　　≪チェック　２≫　各種防災計画の作成と職員周知　　　　　　　　　　　　　　Ｐ　３
２．災害体制と情報伝達網の整備
≪チェック　３≫　防災体制と役割分担　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ　４
　　　　≪チェック　４≫　施設や団体等の連絡体制　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ　４
≪チェック　５≫　病院、消防署、警察など公共団体の連絡体制　　　　　　　　Ｐ　５
　　　　≪チェック　６≫　情報収集方法及び伝達方法　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ　５
≪チェック　７≫　交通アクセスの把握　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ　５　
　　　　≪チェック　８≫　職員の安否確認と被害状況把握　　　　　　　　　　　　　　Ｐ　６
≪チェック　９≫　職員の参集基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ　６
　　３．緊急時避難の対応　　
　≪チェック１０≫　入所者への緊急時の対応準備と周知　　　　　　　　　　　　Ｐ　７
≪チェック１１≫　避難誘導開始指示による移動開始　　　　　　　　　　　　　Ｐ　７
　　　　≪チェック１２≫　施設や団体等の連絡体制　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ　７
≪チェック１３≫　施設外の避難場所の決定　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ　８
　　４．食料・資機材の備蓄
≪チェック１４≫　非常食の備蓄                                            Ｐ　８
≪チェック１５≫　備蓄食確保のための予算　　　　　　　　　                Ｐ　９
　　　　≪チェック１６≫　給食方法の工夫                                 　       Ｐ　９     
≪チェック１７≫　食器用具類の準備                   　                   Ｐ　９
　　　　≪チェック１８≫　代替調理器具の整備                               　　　 Ｐ１０ 
≪チェック１９≫　燃料等の確保             　　　　　　　　　　　　　　   Ｐ１０
　　　　≪チェック２０≫　飲料水の確保                             　             Ｐ１０
　　　　≪チェック２１≫　介護・医療用の機材の確保                                Ｐ１０
≪チェック２２≫　災害用機器等の準備                                   　 Ｐ１１ 
　　　　≪チェック２３≫　食料・資機材等のリストアップと保管場所                  Ｐ１１
５．入居者の家族や地域との連携
≪チェック２４≫　入所者の緊急連絡先・連絡方法の管理　　　                Ｐ１１
≪チェック２５≫　入居者家族との親しい関係づくり　　　　　　　　　　　　　Ｐ１２
　　　　≪チェック２６≫　地域との連携　　　　　　　　　　                        Ｐ１２
≪チェック２７≫　福祉避難所としての受け入れ体制　　　　　                Ｐ１２
　　　　≪チェック２８≫　利用者の安否確認、他施設からの受入、避難所への応援体制  Ｐ１２
≪チェック２９≫　ボランティアとの協力体制                                Ｐ１２
　　　　≪チェック３０≫　施設内の家具等の転倒防止策の実施                        Ｐ１３
６．災害に対する意識の高揚
≪チェック３１≫　火を出さない環境づくり              　　　　　　　　　  Ｐ１３
　　　　≪チェック３２≫　定期的な学習会、防災委員会の開催                        Ｐ１３
　Ⅱ　災害発生に備えた施設内での訓練
1． 災害発生！！入所者の安全確認　　　　                              Ｐ１4
２．施設内の設備等の確認　　　                                         Ｐ１4
３．施設内の状況確認後、外部に連絡　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｐ１4
４．緊急時の体制整備と対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Ｐ１4
５．災害に備えた訓練の実施　　　　　　　　　　　　 　　　　      Ｐ１6
Ⅰ　日常における防災意識を高めるために　　　　
１．施設の立地条件の確認　　
♦【Ｃheck.１】♦　　　
　◎施設をとりまく周囲の環境について、把握していますか。
　　　★大きな災害が起きた場合、周囲の環境によって対応が大きく異なってきます。日頃から十分
　　　　な検討や点検が必要です。　　　 　　　
　　　　　　確認事項
　　　　   １．決壊の危険性がある河川や池が近くにない

           ２．地滑り、ガケ崩れ、土石流等の危険性がない
　　　　　 ３．津波による波の高さを把握している
４．建物が建てられる前、何に使われていた土地か把握している
５．活断層の把握をしている
６．幅員が４.５メートル以上の道路が確保されている　
　　　　  ７．施設への進路は２か所以上確保されている
８．用水路までの距離を把握している　
９．使用可能な井戸や災害時給水拠点を把握している　
１０．周囲の民家等からの協力が得られる

注　○神戸市ＨＰ→緊急・災害情報⇒防災⇒災害への備え
危機管理センターからのお知らせ、東南海・南海地震と津波への備え、住まいの耐震化、土
砂災害への備え、災害に備えたい備蓄品、高潮・津波への備えが掲載されている。なお、津
波のハザードマップは、高潮・津波への備えに掲載されている。
　　○神戸市ＨＰ→緊急・災害情報⇒防災⇒活断層神戸市又は土砂災害水害に関する危険予想箇所
ここに神戸の地盤・活断層等が掲載されている。また、土砂災害や水害の発生状況からの危
険度を見ることができる。
　　　　　　　　○神戸市ＨＰ→緊急・災害情報⇒防災⇒会議・計画等、災害に強い水道づくり、いざという時、あなたのま
ちの災害時給水拠点、貯水機能のある災害時給水拠点及び災害時臨時給水栓

　　　　　　　○情報把握のため「ひょうご防災ネット」の利用を！登録すれば災害情報が携帯にメール送信されます
　　　　　　　　詳しくは、兵庫県ＨＰ→ひょうご防災ネット
○津波の備え自施設における標高値を知る。→国土地理院標高→標高がわかるＷｅｂ地図を試験公開→

　自施設の位置をダブルクリック→赤○→右クリック＝標高差が示される。
♦【Check.２】♦　　
　◎各種防災計画は作成され、職員周知が図られていますか
　　★法律で定められているものは、必ず整備しておきましょう。また、災害が想定されることがあれ
ばマニュアルなど作成しておきましょう、
　　　　　　確認事項
1． 消防計画、避難確保計画（避難誘導訓練）、地震防災マニュアルなど
必要なものは作成している
           ２．関係機関に計画書は提出している
　　　　　 ３．職員周知は行っている

○消防計画：消防法８条、届出先：最寄りの消防署
○避難確保計画（避難誘導訓練）：土砂災害防止法第８条の２、水防法第１５条の３
　　届出先：神戸市危機管理室
２．災害体制と情報伝達網の整備　　　　
♦【Check.３】♦　
　◎緊急時における施設の防災体制、役割分担は明確にされていますか。

　　　　★施設長を含めた職員全員が把握しておくようにしましょう。

　　　　　　確認事項
１．組織図により体制や役割分担が明確になっている
２．組織図が見やすい場所に掲示している
３．施設長など責任者がいない場合の対応方法も決められている
　　　
　　　防災活動隊

　　　　　　隊長（副隊長）　―　情報班：班長　―　消火班：班長　―　救護班：班長　―

　安全誘導班：班長　―　応急物資班：班長　―　地域班：班長
♦【Check.４】♦　
　◎関係する団体や施設等との緊急連絡網が、理事長や施設長など管理職間の連絡で止まっていませんか。

　　　　★関係する団体や施設等の職員間で、緊急事態が起こった際の連絡がどのように取られるか、具体的にどのような連絡のシステムになっているのか確認しておきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


  




　　　　　　確認事項
１．日常的にどのように関わっているか確認ができている
２．報告が必要な機関、相談すべき機関、連携先等が明確になっている
３．電話・ＦＡＸ・メールなど緊急時の連絡方法とその要領を明確にしている
　　　　
♦【Check.５】♦　

　◎最寄りの病院・消防署・警察署など、公共的施設の所在や連絡方法が把握できていますか。

　　　　★施設長を含めた職員全員が把握しておくようにしましょう。

　　　　　　確認事項
１．近隣の病院等が探せるようにしている
２．区内・域外の消防署・警察署の把握はしている
　　　　　 注　○病院・薬局を探す＝兵庫県ＨＰ→暮らし・教育→医療機関→兵庫県内病院一覧→医療情報システムの全面運用→関連リンク・兵庫県医療情報システム　
○神戸市消防署を探す＝神戸市ＨＰ→救急医療→神戸救急医療ネット
　　　　　　　　  ○警察を探す＝兵庫県ＨＰ→組織から探す→行政委員会事務局等：兵庫県警察→警察署サイト
♦【Check.６】♦    
　　◎情報収集及び伝達方法が決められていますか。
　　　☆緊急事態が生じた時又は緊急事態が予測される時に的確な情報収集が大きなカギになります。併せて、情報共有化が重要な課題になります。
　　　　　　確認事項
１．情報を収集するために、担当者、情報収集先、必要な情報内容を決めている
２．得た情報は、どこに伝達するか明確になっている
３．情報を収集する方法が決まっている
   
　　　　　注　○収集方法：電話（携帯）、テレビ・ラジオ（車両や携帯等を含め）、ネット、メール、公衆電話
　　　　　　 　○NHKニュース防災アプリの活用

♦【Check.７】♦
　◎緊急時に対応できる交通アクセスの把握はできていますか。

　　　　★職員確保やボランティアの受入れを容易にするため、最寄りの公共交通機関の駅を把握しているか、施設長を含めた全職員で確かめておきましょう。

　　 　　　 確認事項
１．最寄りの駅までの徒歩による経路と時間を把握している 
２．主要ターミナル駅までの徒歩による経路と時間を把握している

３．自転車や原動機付自転車等による経路と時間を把握している

　　　　　　　　　　　注　ネットの経路検索を活用し実測してみる。　
♦【Check.８】♦　
◎職員の安否状況、被害状況等が把握できるようになっていますか。

　　　　★職員から、安否状況、被害状況等を報告するようにしておきましょう。
　　　　★職員の協力は不可避です。職員が無事か確認しましょう。
　　　　　　　　確認事項
1． 職員から、安否や被害状況を報告するようになっている
2． 施設からも確認することになっている
　　　　　　　３．職員には、周知・徹底されている

注　○連絡方法の統一：災害用伝言ダイヤル１７１（毎月１日の訓練が可能）、iモード災害用伝言サービス、
ＳＮＳやメール
　　○職員の連絡先が、整理されている。
　　○職員には、就業規則等で対応方法が明記されている。
♦【Check.９】♦　　

　◎職員の緊急時における参集基準は、設けていますか。

　　　　★災害の発生と同時に、施設からの連絡がなくても参集できるようになっていますか。
　　 　　　 確認事項
1． 就業規則で災害発生時に対応する方法等を明確にしている。または、
災害マニュアルなどには書かれている
２．参集基準が、災害の規模別、役職別やキロ数別等により決められている
３．全職員の連絡先・出勤経路などが把握されている
　
　　　　　　注　○緊急時の駆けつけは、職員及び家族の安全の確保が前提となります。【Check.８】でしっかり把握を
しておきましょう。
　　　　　　　　○最低必要な人員を明確にして、その人員が確保できるようにしましょう。
　　　　　　　　○駆けつけ者には、定められた時間で勤務できないこともあることを理解して頂きましょう。
３．緊急時避難の対応
♦【Check.１０】♦　

　◎入所者に緊急時の対応を徹底していますか。

　　　　★必要最小限の非常持ち出し品や緊急時の集合場所など日頃から確認しておきましょう。
　　　　　　確認事項

１．入所者の緊急時の非常持ち出し用品（薬など）が確認されている
２．入所者に緊急時の避難方法が周知されている 
３．入所者の入所者緊急時情報提供書が作成されているか

♦【Check.１１】♦　
◎緊急事態に備え、すぐに移動できるようになっていますか。
★入所者の移動が伴う場合、個人別計画が必要となりますが、それ以外にもいろんなことを想定し準備しなければなりません。
　　　　　　確認事項

１．停電を前提にエレベーターの利用不可、照明が不十分を想定していますか　
２．災害の発生時期を、季節、日中・夜間等を想定していますか 
３．これらを前提に、個人別避難方法は決まっていますか
♦【Check.１２】♦　
　◎緊急事態が発生し、施設内移動による避難が必要な場合の避難方法は決められていますか。
　　　　★緊急時に速やかに避難できるか、避難場所や避難方法が具体的に計画にされているか等、日頃から十分点検しておきましょう。停電も想定した内容で計画しましょう。
　　　　　また、消防署等と日頃から避難場所等について十分相談をしておきましょう。　
 　　　　　　確認事項
1． 避難が必要とされる入所者数、避難場所など決められていますか
2． 避難を予定する場所で２・３日の避難生活ができる環境にありますか
3． 避難場所で生活するに必要な機材等は準備されていますか
4． 職員以外で避難の応援をして頂けるボランティア等は確保されていますか
             

♦【Check.１３】♦　
◎施設外の避難場所は決められていますか。
★施設外に避難が必要になった時、広域避難所の場合はどこですか、他施設の場合はどこに避
難しますか。
　　　　　確認事項
1． 広域避難所までの搬送方法、搬送体制、避難経路（複数）、避難場所で生活できる
必要品等は決まっている
　　　２．他施設での受入して頂く場合、法人内、近隣施設、神戸市・老施連等受入れ要請先
は決まっている
　　　　　　 ３．避難に必要な機材等はすぐに使用できる状態にある

  注　○公共の避難場所＝神戸市ＨP→緊急・災害情報→防災→災害時の避難所
→避難所のデータ公開・該当区を選択→当該地域を選択

４．食料・資機材の備蓄　

♦【Check.１4】♦

　◎非常災害食を備蓄していますか。

　　　　★備蓄しておく食数は、1日3食×最低限３日分（できれば６日分）を入所者と職員の分が必要です。また、保存場所も工夫（分散保管を含め）しましょう。
　　　　★保管は、入所者用と職員など用に区分けして保管しましょう。　　
★ボランティアや部外者を含め１０％程度余分に備蓄しましょう。
　　　　★アレルギー食、ミキサー食、嚥下障害用食等の備蓄も検討しましょう。
	
	用　　　　途
	品　　　　目

	備蓄用食料品
	地震発生直後から救援物資が届くまでの初期段階


	長期保存型高カロリービスケット、レトルトバウチ食品、流動食（トロミ、経管栄養）、粉ミルク、缶詰、飲料水、ビタミン食材など

	
	火が使える状態となり、調理が必要な段階
	リゾット、米、インスタント食品、ドライフーズ、調味料など


             確認事項　  

1． 保存食は、入所者と職員分が主食、副食ともに最低限３日分（できれば６日
分）が確保されている
２．保存食は、電気、ガス、水道が停止している場合と火が使えるようになった
　　場合のことを想定し確保している
３．アレルギー食、ミキサー食、嚥下障害者食等も備蓄されている
４．備蓄食は、分散保存されている 
５．厨房業務を委託している場合は、上記のことが守られているか確認する


♦【Check.１5】♦　

　◎食品を備蓄するための予算確保はできていますか。

　　　　★備蓄食品一覧表の作成及び保存期間が明記すると共に、備蓄食品の品数と保存する期間を考慮して予算化しておき、防災訓練時等に計画的に活用するようにしましょう。
　　　　　　確認事項
１．保存期間を明記した備蓄食一覧表が作成されている
２．令和○○年度備蓄食品更改用予算額　　　　　　円確保されている
３．令和○○年度備蓄食品見直し食品数　　種類　　品目更改予定

　　　　

♦【Check.１6】♦　

　◎入所者への緊急時の献立、給食方法は明記されていますか。
　　　　★緊急時に毎回（３食）きちっと給食するための献立表（最低限３日間分）が作成されていますか。また、献立表には調理方法等も明記しておきましょう。
　　　　★献立表には、アレルギー食、ミキサー食、嚥下食など個別形態の食事提供方法を明確にしておきましょう。
　　　　　　確認事項
１．３日間の献立表が作成されている
２．献立表には、調理方法、食器、用具、燃料等が明記されている

３．献立表には、食材、食品、用具が保管されている場所が明確にされている
４．栄養士不在時でも対応できるようになっている
　
♦【Check.１7】♦　

　◎食器用具類は用意できていますか。

　　　　★使い捨てができる食器や用具類を用意しておきましょう。　　　　　
	紙皿（　　　枚）、紙コップ（　　　個）、割り箸（　　　膳）、ストロー（　　　本）、プラスチックスプーン（　　　本）、フォーク（　　　本）、アルミホイル（　　　本）、ラップ（　　本）、ビニールの小袋（　　　枚）、輪ゴム（　　　箱）、缶切り（　　　個）、経管チュ―ブ（　　　本）、ウェットティッシュ（　　　　個）、ペーパータオル（　　　　　箱）、使い捨て手袋（　　　　個）、ポリ袋（(Ｍ、Ｌ，４５ℓ、９０ℓ　各　　枚)、料理ばさみ（　　挺）カッターナイフ（　　　個）、消毒用アルコール（　　　　本）
　なべ（　　　個）、しゃもじ（　　　　本）、おたま（　　　　本）


♦【Check.１8】♦　

　◎代替え調理器具は、整備されていますか。　　　　
★電気・ガスとも使用できない場合、電気又はガスにいずれかが使用できない場合等想定して
　準備しておきましょう。
	電気炊飯器（　　　個）、電磁調理器（　　　個）、簡易かまど（ブロックやドラム缶等の利用　　個）、大鍋（　　　個）、屋外炊飯器（　　個）、ドラム缶（　　　本）ブロック（　　　　個）、薪炭直火釜（　　個）等


♦【Check.１９】♦

　◎燃料等の確保は、準備されていますか。
　　　　★燃料は、保管場所、保管方法がむずかしいものがあります。業者との契約を含め検討して
おきましょう。　　　　
	プロパンガスボンベ（　　　本）、カセットボンベ（　　　　本）、卓上カセットコンロ（　　台）、固形燃料（　　　個）、薪、炭、灯油、石油（　　　　　　　　　）、
マッチ（　　　　個）、ライター（　　個）、着火マン（　　　　本）、点火用紙類



♦【Check.２０】♦　

　◎飲料水の確保は、準備はされていますか
　　　　★飲料水の確保策は、いろんな方法が考えられます。最善の方法を検討しましょう。　　　　　
	・耐震性貯水槽の整備、使用可能な井戸の確保、神戸市の災害時給水所の確認、また、現保有水の流失を防ぐ対策として給水ポンプ、浄化器等を整備する。
・水の運搬・保存のためビニール水槽、給水タンク等確保し、ミネラルウォーター等一人1日3リットル以上確保する。
・薬用等の飲料水としては、ウオーターサーバーの使用も考えられる。


　　◎飲料水以外の水も確保されていますか
　　　　★厨房用品の洗浄、トイレ、洗濯等用として地下貯水槽、井戸、川等の水が使えるように
しておきましょう。
♦【Check.２１】♦　

　◎介護・医療用で必要なものは、準備されていますか。

★施設で追加が必要と思われるものがあれば追加して下さい。
	おむつ、お尻拭き、陰部洗浄、使い捨て手袋、消毒用アルコール、緊急ショート受け入れ用（簡易ベット、ポータブルトイレ、手すり）、酸素用電源、携帯吸引、水を使用しなくて対応できる商品


♦【Check.２２】♦　　

　◎災害用機器等、必要なものは準備されていますか。
★施設で追加が必要と思われるものがあれば追加して下さい。

★電源の確保は重要です。工夫できるものがないか検討して下さい。
　災害用電源として自動車のバッテリーによる電源確保や、ソーラーなどによる電源確保も

　検討しておきましょう。　

	暖房対策：毛布（　　枚）、カイロ（　個）、アンカ・湯たんぽ（　　個）、
カセットガスストーブ（　　　　台）
冷房対策：扇風機（　　台）
照明：懐中電灯（　　本）、ろうそく（　　本）、ランタン（　　個）
　　　自動車、ＡＣ・ＤＣコンバーター　
非常電源：発動機（石油又はプロパン　台）、災害用電源（　　　台）
情報収集：携帯ラジオ、携帯テレビ、トランシーバー（　　セット）、拡声器(メガホン)
（　　　個）、自動車（ラジオ又はテレビと照明用）、携帯電話
安全・衛生：ヘルメット（ライト付き）（　　　個）、手袋（軍手、災害用、使い捨て等）（　　　足）、担架、簡易トイレ（　　　　人分）
その他：電池、ゴザ、テント、ビニールシート、段ボール、ごみ袋


　　　　　　注　○災害時に使用できるよう定期的な確認や運転等は必ず行っておいて下さい。
♦【Check.２３】♦　
　◎災害発生後に必要となる、食料や資機材などのリストアップと保管場所が確保できていますか。

        ★日頃から必要なものを備えておくようにしましょう。

　　　　　　確認事項
１．保管、保存又は準備されている品目及び保管場所を明記した一覧表が作成されている
２．定期的な点検チェックが行われ、使用できる状態となっている
３．保管されている場所は、浸水しない、すぐ取り出せる場所にある
注　○　神戸市における行政監査においても、分散保存、保管状況、賞味期間切れなどがチェックされる。
　　　　　
５．入所者の家族や地域との連携　　

♦【Check.２４】♦　　

　◎入所者の緊急時の連絡先や方法を把握していますか。

　　　　★連絡が取れない場合を想定し、最低2か所は把握しておきましょう。　　　　
　　　　　　確認事項
１．入所者の緊急時の連絡先や方法を明記した一覧表が作成されている
２．定期的な点検チェックが行われている

♦【Check.２５】♦　

　◎日頃から入所者の家族との親しい関係づくりに努めている。

　　　　★緊急時の対応や連絡等が容易にできるよう、日頃から関係作りに努めましょう。　　　　

♦【Check.２６】♦　

　◎災害時に備え、地域との連携が取れるようにしていますか。
　　　　★緊急時の連携等が容易にできるよう、日頃から関係作りに努めましょう。

　　　　　　確認事項
１．地域の防災会議や防災訓練等に参加している
２．地元自治会などと話し合いや協定書ができている
３．災害時には、近隣の福祉施設との相互協力の確認はできている

　　　　
　　　　注　○地域で行われている防災訓練等を行っている団体＝ふれあいまちづくり協議会、防災福祉コミュニティ、自治会など

♦【Check.２７】♦　
　 ◎福祉避難所として受入できる体制は確保できていますか。
　　　　★福祉避難所設置計画により受け入れ場所、人数等が明確にされている。
　　　　　　確認事項
１．福祉避難所設置計画が周知されている
２．神戸市（区）との連携が取れている

　
♦【Check.２８】♦　　

　◎利用者の安否確認、他施設の被災者の受入れ、避難所への応援等必要な対応ができる体制を確認しておきましょう。
        ★利用者の安否確認は、サービス提供事業者の責務と位置づけ対応しましょう。
　　　　★他施設からの受入れは、老施連・行政からの要請に基づき、迅速な対応ができるようにし
ておきましょう。
　　　　　　確認事項
１．事業担当毎に利用者の安否確認を行うよう取決めている
２．他施設からの受入、福祉避難所からの受入、一般市民への対応の考え方が
整理されている
３．他施設からの受入は、行政、老施連からの要請を受け受入努力を行う
４．地域避難所、他施設への職員派遣を要請された場合、派遣を確認している

♦【Check.２９】♦　

　◎ボランティアとの協力的な関係が保たれていますか

　　　　★ボランティアを職員の補助労働とみなしていませんか。ボランティアの主体性を尊重した施設運営となっていますか。
　　　　　　確認事項
１．ボランティア受入協定、約束がある
２．ボランティア受入マニュアル等が定められている

　　
６．災害に対する意識の高揚　　
♦【Check.３０】♦　

　◎施設内の家具などの転倒防止策が実施されていますか。
　　　　★L字型金具などで固定するだけでも、かなりの効果があります。
　　　　　　確認事項
１．棚やタンスなど壁に接しているものは、固定できている
２．サーバー、パソコン、テレビ等設置型物品も固定できている

３．固定するための方策を検討している

　　　　

♦【Check.３１】♦　

　◎施設内で火を出さない環境づくりをしていますか。

　　　　　　確認事項
１．災害発生時にガス自動遮断装置が作動するようになっている 
２．燃えやすいカーテン、カーペット等は防炎用の素材を使っている
３．ガス器具（元栓）、電気コンセント付近に燃えやすいものは置かれていない

♦【Check.３２】♦　　

　◎防災知識の習得のための定期的な学習会や防災委員会等は設置されていますか。

　　　　★迅速・的確な行動が取れるように、日頃から防災に関する正しい知識を身に付けておきましょう。
        ★予期できない状況の中で、指示や命令を待つことなく行動しなければならない場合に、各々の職員が、まずやるべきことは何であるか、日頃から喚起しておきましょう。
　　　　★そのために必要な知識や避難方法等の学ぶ機会が設けられ、実践に備えを実施しましょう。

　　　　　　確認事項
1． 防火訓練は年2回、災害時研修年１回、土砂災害危険区域などは情報伝達、
避難誘導を含め模擬避難訓練が年１回行われている
　　　　　　２．避難訓練などの場合は、地域や他施設等を含めた訓練となっている
３．入所者の受入、福祉避難所からの受け入れなど想定した内容となっている 
Ⅱ　災害発生に備えた施設内での訓練　　　　
１．災害発生！！入所者の安全確認　　

　①　災害発生を入所者に知らせるとともに、指示があるまで動かないよう周知して回る。

1  現場に駆けつけ、状態確認し、報告する。火事の場合は、初期消火を行う。

2  入所者を避難指定場所に誘導する。

3  入所者の安全確認

　　　入所者が怪我をしている場合を想定して、応急処置を行う。

　　　（看護師が、出動できないことも十分想定する）　　　　
　　　　　　身につけておきたい応急処置内容
　　　　　心肺蘇生法、止血法、骨折時の対応、誤嚥・吐血・痙攣発作など緊急を要する

　　　　　 症状への対応


２．施設内の設備等の確認　　　

　①　火　　災――大声で、回りの職員に連絡を取り、消火器を用意し、初期消火にあたる。

　　　　　　　　　なお、早く鎮火した場合などは、ただちにスプリンクラーを止められるよう止水栓の場所を確認しておく。

　②　ガス漏れ――ガス自動遮断装置が働いていることを確認する。元栓を締め、窓を開ける。火気を近付けたり、電灯を点灯しないようにする。また、金属類に衝撃を与えない。

　③　停　　電――非常灯は３０分ほどしか点灯しないので、懐中電灯、トーチランプ等を用意する。ナースコールや館内放送も使えなくなることも意識しておく。

　④　断　　水――水道管の破裂により、水が使えなくなることが考えられるので確認する。

３．施設内の状況確認後、外部に連絡　　

　①　連絡先と報告内容

　　　　連絡先：施設長（連絡が取れないことも考慮し、他の管理者や生活相談員等へ適宜対応）

→消防署、神戸市、老施連等
　　　　報告内容：入所者及び勤務職員の避難状況、ケガ人の状況、建物の破損状況など

　②　連絡手段は、公衆電話または携帯電話で行う。

　　　　（事務所や家庭の電話は繋がり難いということを想定）

４．緊急時の体制整備と対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　①　緊急非常時連絡網による職員召集の基準を決めておきましょう。

　　　　施設の所在区域が震度５以上の時

　　　　　　☆近隣区域に住んでいる職員は勤務表に関係なく出勤する。

　　　　　　　それ以外の職員もできるだけ早く出勤する。（但し、本人及び身内の者に怪我人など

がいる場合を除く）

　　　　施設の所在区域が震度４以下の時

　　　　　　☆施設からの連絡を待ち、指示に従う。指示は、「緊急非常時連絡網」により速やかに連絡する。　　　　　　　

　　　　　　緊急非常時連絡網
　　　　　迅速に全職員に連絡できるよう、職責者を中心に自宅が施設に近い順に作っておきま

しょう。


　　　　　　職員の安否確認
全職員は、たとえ時間がかかっても、安否状況を必ず施設に連絡を入れるようにしま

しょう。 


　②　非常時の勤務体制の責任者を決めておきましょう。

　　　　責任者：基本的に施設長ですが、非常時は連絡が取れないことも十分考えられるので

生活相談員→主任介護士→主任看護師等の順に職責に応じ決めておきましょう。
　　　　担当の責任者：看護師や栄養士不在の場合も考えられます。この場合も、どのように対応する
か決めておきましょう。
　③　責任者は、その場の状況に応じ、できるだけ入居者の生活に大きな変化のないよう業務

分担を行いましょう。

　　　また、入居者及び建物に被害がない場合は、入所者の生活を早く元に戻すことが重要です。

　　　○勤務表：災害時の交通事情に応じた勤務表を作成しましょう。

　　　　　　　　　　（職員の負担や業務内容を考慮しましょう）

　　　○業務分担：最低必要限度の業務分担としましょう。

　　　　　　　　　　（おむつ交換者と水分補給者）

　　　○緊急会議：毎日、緊急会議を開き、可能な限り多くの職員が参加するようにしましょう。

　　　　　　　　　また、日々刻々と変化する状況に合わせ、業務内容の検討を行いましょう。　
　④　入所者の家族へ連絡

　　　　連絡方法：家族の連絡先一覧表を作成します。緊急時は、家族のうち誰が電話を取るか

わかりません。

また、家族から連絡が入った場合は、まず施設内の状況を説明した後、家族の

状況や連絡先を聞きましょう。
4  外部からの援助（ボランティア等）受入れ　　　　

　　　　　　 受け入れ担当者
　　　　　ボランティア等の受け入れ担当者を決め、受け入れのためのノートを作成し、

協力が得られるボランティアと関係機関が、職員全員にわかるような対策を

取りましょう。

　⑥　情報の一元化

　　　　すべての情報が、一元化できるよう情報管理部門を明確にしておきましょう。

情報については、必ずメモを残すようにしましょう。

５．災害に備えた訓練の実施　
　　地震、土砂災害等という異常な状況下では、日頃からの防災訓練によって得られた知識や行動力の必要性が強調されます。

　　施設内で、十分な講習や訓練を行い、不意の災害に備えておきましょう。　　　　
災害関係では、防火訓練は年2回、災害時研修年１回、土砂災害危険区域などは情報伝達、避難誘
導を含め模擬避難訓練が年１回行う必要があります。

　　　　　　防災総合訓練内容
2 災害対応マニュアル、避難誘導計画による模擬訓練
3 市長（区長）、消防署、警察署、老施連等との防災関係、情報の授受の方法

　　　　　 ②　施設長（防災活動隊長）から職員への指揮、指導。入所者への指導方法

4 消火、救護、避難誘導、救援物資の管理、炊き出しの方法

5 入所者及び職員の初動の対処方法

令和５年１月掲載
神戸市災害対策本部





全国老施協





県老人福祉事業協会





兵庫県





市社協





老施連災害対策本部





○○区災害対策本部





消防署





水道局





○○区担当責任者





病　院





警察署





施　　設





近隣福祉施設





外食、衛生、資材関係


職員応援、ボランティア








16

